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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇札幌市の平均値と同程度もしくは上回った種目 

・５０ｍ走  ・反復横跳び  

・握力 ・長座体前屈 ・ソフトボール投げ  

〇札幌市の平均値より下回った種目 

・立幅跳び  ・２０ｍシャトルラン 
・上体起こし  

縄跳び運動の継続とグラウンド遊具や遊び広場、ボール遊びの

充実によって、活発に活動する児童が増えた。それらの成果が、

走力やボール投げの向上につながっている。一方で持久力と筋

力に関わる項目については、手立てを講じる必要がある。 

 〇札幌市の平均値と同程度もしくは上回った種目 

・５０ｍ走 ・立幅跳び ・反復横跳び ・握力   

・２０ｍシャトルラン ・ソフトボール投げ・長座体前屈 

〇札幌市の平均値より下回った種目 

 ・上体起こし  

 

縄跳び運動の継続とグラウンド遊具や遊び広場、ボール遊びの

充実によって、活発に活動する女子児童が増えた。それらの成

果が、各種目の好成績に表れている。運動に親しむ機会を今後

も増やしていくことが大切である。 

 ①「運動やスポーツをすることが好き」と答えた子どもの割合  

②「体育の授業は楽しい」と答えた子どもの割合 

③朝食を毎日必ず食べる  

④平日２時間以上テレビやゲーム、スマートフォンを見る 
 

① R6→R7男子 84.2％→83.3%、女子 72.2％→54.1% 

② R6→R7男子 89.5％→77.8%、女子 80.6％→64.9% 

③ R6→R7男子 94.7％→80.0%、女子 86.1％→73.0% 

④   R6→R7男子 73.8％→52.8%、女子 52.8％→70.2% 

本校では数年、運動することに対してや、生活習慣の

向上に肯定的な児童が多く推移している。一方で、朝

食を毎日食べる児童の割合が減少し、スクリーンタイ

ムも二極化が進み、結果的に平均値が上がっている。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

〇年２回行われる学校独自の児童・保護者アンケートの活用     〇全国体力・運動能力、運動習慣等調査の活用     

〇体力テストの３項目（５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ）を全学年で実施・記録 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇ICT（1人 1台端末等）を活用した学習活

動の充実 

〇保健体育での「課題探究的な学習」の推進 

〇体育の授業での運動量の見直し 

ICTを活用した 

「課題探究的な保健体育の学習」 
・ＩＣＴを活用し、手本の運動や自分の運

動を視覚的に捉え、解決に向かうことが

できるような授業を構築していく。 

・楽しく取り組みながら、運動量を増やす

ことを目標に体育の授業を工夫してい

く。 

 

〇保健体育以外の学習と関連付けた健康教育 

〇「食に関する指導」の継続と充実 

〇「命を大切にする指導」と関連を図った指導の継

続と充実 

各教科等の内容と関連付けた 

健康教育の推進 
・栄養教諭と連携を図り、食に関する指導を日

常的に行う。 

・テレビ、スマートフォンなどの長時間視聴に

よる健康への影響を継続して指導していく。 

・養護教諭と連携を図り、よりよい生活習慣に

ついて、児童への指導を通して、保護者とも

共有していける授業を目指していく。 

 

〇朝縄跳びの取組の充実 

〇補助用具を活用したスポーツウィークの実施 

〇体を動かしたくなる運動環境づくり 

朝や休み時間に 

 仲間と体を動かすことができる機会を 
・朝の活動で行っている縄跳びを継続するま

た、発達段階に合わせた、縄跳びカードを

配付し、目標をもって縄跳びができるよう

にする。 

・大谷グローブ、ターゲットボード、ミニサ

ッカーゴール、投球用具などを利用したス

ポーツウィークを設定したり、休み時間に

グラウンドや遊具広場、体育館など楽しく

運動できる環境を整えたりすることで、誰

もが運動に親しむことができる機会をつく

っていく。 

 



 


